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この度、令和3年4月1日付けで「ゆうあい幼稚園」の園長に就任いたしました。
平成13年に入職してから支援を必要とするお子さんのサポートを長く経験させて頂

き、お子さんや保護者の方々、先輩方から学んだこと、教えられたこと、経験したことが
今の自分の支えとなり、なんとか20年やってくることが出来ました。出会ったすべての人
たちに感謝しています。
小学校で出会った先生に憧れて、教育の道を志し、縁があってゆうあい幼稚園にお
世話になりましたが、最初は数年で辞めて、小学校の先生になるつもりでした。しかし、
毎日子どもたちと過ごしていく中で、遊んでいる時の楽しそうな笑顔。友達とケンカして
怒っている顔。おかあさんに会いたい～！と泣いている泣き顔。日々成長していく子ども
たちのその姿がどれもが魅力的で、いつの間にかこの仕事にのめり込んで行きました。
そんな子どもたちの素敵な姿が見られたのは、ゆうあい幼稚園が【一人ひとりを大切に】
を園の基本方針とし、当時の園長以下、職員全員が子どもたちをありのまま受け止め、
肯定的なかかわりを目指し、一人ひとりの子どもの良さを愛し、それを伝えて「大切な自
分」という思いを子どもたちの心の中に育てていたからだと思います。

この数年で幼稚園を取り巻く環境は預かり保育の拡大や満3歳児保育の実施、子ども
子育て新制度、幼児教育無償化、ICT導入など大きく変化しました。また、昨年はコロナ
禍の中での保育ということで、日 の々保育から行事のあり方まで改めて考え直す機会とな
りました。時代が変わってもゆうあい幼稚園が大事にしてきた【一人ひとりを大切に】とい
う方針は変わりません。不易流行と言われるように、新しい時代の流れを取り入れながら
もこれまで大事にしてきたことを職員みんなで引き継いで行きたいと思います。

【子どもは大人の鏡】という詩です。
子どもと関わる大人が子どもに影響を与える環境の一部であることを忘れずに「幼

稚園が楽しかった」「この園に預けてよかった」「この園で働けてよかった」と思えるよう
に子どもたちや保護者の方々、働く職員にとって安心できる幼稚園であること。そして、
新しい時代の中でも、継続、発展していけるようなゆうあい幼稚園であり続けられるよう、
努めていきたいと思います。
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子どもは、批判されて育つと 人を責めることを学ぶ
子どもは、憎しみの中で育つと 人と争うことを学ぶ 
子どもは、恐怖の中で育つと オドオドした小心者になる
子どもは、憐れみを受けて育つと 自分を可哀想だと思うようになる
子どもは、馬鹿にされて育つと 自分を表現できなくなる
子どもは、嫉妬の中で育つと 人をねたむようになる
子どもは、ひけめを感じながら育つと 罪悪感をもつようになる
子どもは、辛抱強さを見て育つと 耐えることを学ぶ
子どもは、正直さと公平さを見て育つと 真実と正義を学ぶ
子どもは、励まされて育つと自信を持つようになる
子どもは、ほめられて育つと人に感謝するようになる
子どもは、存在を認められて育つと自分が好きになる
子どもは、努力を認められて育つと目標を持つようになる
子どもは、皆で分け合うのを見て育つと人に分け与えるようになる
子どもは、静かな落ち着いた中で育つと平和な心を持つようになる
子どもは、安心感を与えられて育つと自分や人を信じるようになる
子どもは、親しみに満ちた雰囲気の中で育つと生きることは楽しいことだと知る
子どもは、まわりから受け入れられて育つと世界中が愛であふれていることを知る
あなたの子どもはどんな環境で育っていますか？
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働きはじめて、心を動かされたことや
関心を持ったことは何ですか？

ゆうあいに就職しようと思ったきっかけは
何ですか？❷ 

好きなこと❶ 

❸ 

利用する方々から学び、

一人一人が必要としているサポートを考え、

実行することのできる職員を

一緒に目指しましょう！！
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新任職員は4月1日付の採用者を掲載させていただきました

おしま学園

❶ドライブ・旅行・映画観賞

川内谷 牧子 Kawauchiya
Makiko

❸ それぞれの方法で次々と要求してくる
子供たちは可愛く、真っ直ぐな気持ちで向
かってくる姿に寄り添っていきたいと思い
ました。また、多くの男性支援員が活躍し
ているのが驚きでした。時にはお兄さん
だったり、お父さんのようであったりと欠
かせない存在です。

❷ 侑愛会のクリスマス会ボランティアに
参加した際、利用者の皆さんのダンス発
表等の活動を拝見し、障がいを持つ方の
可能性を感じました。一人ひとりへの取り
組みが伝わり、支援のあり方を考えさせら
れたのがきっかけです。

おしま学園

❶ウェイクボード、スキューバダイビング

斉藤 樹羅 Saito
Jura

❸ 一人ひとり性格や特性が違い、何を伝
えたいのか考えるのに頭を抱えることもあ
りますが、表情や動き等をしっかり観察し
関わり合うことで、それぞれの個性や、嫌
なこと、嬉しいことなどが少しずつ分かる
ようになり、日々心を動かされています。

❷ 大学で4年間社会福祉について学び、
福祉関係の仕事を希望していました。そこ
で、侑愛会の「ともに生き、ともに育ちた
い」という思いに魅力を感じ、ここまで大
きく展開し、歴史深い侑愛会に貢献した
いと思いました。

新生園

❶音楽鑑賞

外﨑 和美 Sotozaki
Kazumi

❸ 初めは、障がいのある方とのコミュニ
ケーションは困難だと思っていましたが、
働きはじめて実際に関わらせて頂くと、わ
かりやすい声掛けやジェスチャーをするこ
とで、利用者の方とコミュニケーションが
取れることがわかりました。

❷ インターンシップの際に利用者の方
の特性と個々に合った支援は何か、優し
く丁寧に教えて頂いたことから、私も一
人ひとりの特性を考え、その方に合った
支援を出来るようになりたいと思い志
望しました。

ワークショップまるやま荘

❶インド旅行、サウナ

浦崎 貴行 Urasaki
Takayuki

❸ 働き始めて、利用者さんが自分の名前
を覚えてくれてどんな時も明るくあいさつ
してくれたり、手を振ってくれたりした時に
心が動かされます。これからも皆さんから
よく学び、たくさんの楽しい思い出を作っ
ていきたいです。

❷ 母が侑愛会でボランティアしていた事
もあり、やりがいを感じられる仕事で職
員同士も仲が良く働きやすい職場である
と話を聞き自分の性格にも合っている環
境だと思い、侑愛会に就職しようと思い
ました。

明生園

❶ 休日に写真を撮りに出かける事、釣り
をすること

百井 美咲 Momoi
Misaki

❸ 利用者様の過ごし方や支援の行い方
について話すことや看護師等他職種の方
と意見を聞くなど改めて自身が専門職で
あることに実感を感じてきています。まだ
まだ出来ていないところもありますが、こ
れから利用者様が安心して過ごせるよう
頑張っていきます。

❷ 学生の頃インターンシップで侑愛会を
見学させていただいたとき、施設理念にあ
る「利用者から学ぶ」という言葉から、知
識や技術も身に付き自身の成長を感じる
ことが出来ると思い侑愛会に決めました。

ワークショップまるやま荘

❶読書　音楽鑑賞

宮本 凜玖 Miyamoto
Riku

❸ 働きはじめて、関心を持ったことは、個
別支援の重要性です。利用者の方の自分
らしい生活を支援していくためには、利用
者の方の背景や思いの理解が大切である
と体験を通しわかりました。また、侑愛会
の法人理念を体現するためにも必要であ
ると思ったからです。

❷ 侑愛会のインターンシップやボラン
ティアでの体験を通し、職場や職員の方
達の雰囲気の良さに惹かれました。また、
職員の研修も充実していると聞き、私も職
員の一員となり、知識と技術の向上に努
め、支援を行いたいと思った事です。

星が丘寮

❶食べること・寝ること・ドライブ

佐々木 彬人 Sasaki
Akihito

❸ いま関心があることは、利用者の
方々にどう安心できる日常を過ごしてい
ただくかということです。日々変わってい
く体調、気持ちをどう感じ取り、どう支
援すべきか。これは一番難しいですが一
番基本となる支援で、永遠のテーマだと
思います。

❷ 自閉スペクトラム症の方々の支援は
とても難しいと言われている中、長年の
経験値と実績があり、多くの研修会の
機会に恵まれているこの法人に就職す
ることで色々なことを学べると思ったか
らです。

侑愛会本部

❶読書、音楽鑑賞

星山 夏於里 Hoshiyama
Kaori

❸ 実際に働き始めて、先輩方の作業量
の多さに驚きました。新しいことを教わる
たびに難しさややりがいを感じもっと頑
張ろうと思います。自分でできる作業が
段々と増えてきたので、責任感を持ち
しっかりとやり遂げられるようにしていき
たいです。

❷ 学生の時の職場体験を通じて事務員
でも様々な人を支えられることを知りまし
た。侑愛会の方針に魅力を感じ、学校で学
んできたことを生かして、利用者の方だけ
でなく支援者の方も支えられると強く
思ったので志望しました。

侑ハウス

❶釣り・ダーツ・ビリヤード

木村 将太 Kimura
Shota

❸ 侑愛会で働きはじめて、行事や外出に
参加した際、みなさんが笑顔で楽しまれて
いる様子を見て、とても心を動かされ、自
分も自然と笑顔になりました。これからも
みなさんと色々な時間を一緒に過ごして
いきたいと思います。

❷ 侑愛会について、知人から話を聞いた
り、学生の頃に実習をさせていただき、職
員と利用する方 と々の雰囲気が良く、明る
い様子が印象的だったので、就職しようと
決意しました。

函館青年寮

❶カラオケ・ドライブ

和田 幹子 Wada
Mikiko

❸ 支援員という経験は無く、介護とは
全く視点が違うと思いますし、経験の浅
い障がいの分野という事で不安も多々
ありましたが、初日から名前で呼んでく
れたり、生活の流れなどを教えてくれた
りと、励まされ、日々共に学び成長して
いる感じです。

❷ 私は23年間、医療・福祉業界に携わっ
てきました。常に心身共に寄り添ったケア
を意識してきました。ひとりの人間として
きちんと向き合い真摯に対応する事が大
切だと感じております。互いに学び続け共
生するという事に感銘を受けました。

函館青年寮

❶食べ歩き

和氣 美幸 Waki
Miyuki

❸働き始めて3週間ほど経った頃、いつも
私から挨拶をかけていた利用者の方から
挨拶をしてくださったことです。日々、利用
者支援をしていく中で、小さいながらも信
頼関係を築くことができたのだと嬉しく思
い、心を動かされました。

❷ 昨年9月に、『ワークショップはこだ
て』で施設実習を経験したことがきっか
けで、施設で働くことに興味を持ちまし
た。職員の方々に優しく接していただき
感動しまして、こちらで働きたいと強く
思いました。

ワークショップはこだて

❶寝ること

坂東 朋美 Bando
Tomomi

❸ 少しずつ頼られることが増え、その度
に嬉しく感じます。利用者の方々に接する
ことで関心を持ったのは言葉です。言葉1
つでも前向きな言葉を掛けることで利用
者の方々の気持ちが変わることに気付き
ました。信頼される職員を目指していきた
いと思います。

❷ 1日実習として3つの事業所を回らせて
頂きました。職員の方々の雰囲気の良さや
対応の良さ、利用者の方々の笑顔や仕事
内容を体験し、自分もここで働きたいと思
うようになりました。

七重浜こども園

❶音楽を聴くこと

野田 綾乃 Noda
Ayano

❸ 心を動かされたことや関心を持ったこ
とは、子ども達が職員の真似をすることで
す。言葉掛けや手遊び、行動を真似してい
るところを見ると保育室が明るくなり笑顔
が増えるので、私もそのような言動を増や
していけるように積極的に行動していこう
と思いました。

❷ 侑愛会に就職しようと思ったきっかけ
は、実習させて頂いた時に職員の皆さん
の子どもとの関わり方や一人一人に合っ
た言葉掛けをしていて、私もそのような職
場で一緒に仕事をしながら学ばせて頂き
たいと思ったからです。

クッキーハウス

❶ウインドウショッピング

齋藤 友香 Saito
Yuka

❸ 利用者の方々の様々な特性に対して、
お一人おひとりにあった支援方法を常
にチームで考え、利用者ができることに
着目しクッキー製造を全員で楽しみな
がら行っている様子に、本人主体のより
よい支援を導き出すことに関心を持ち
ました。

❷インターンシップ先で利用者の方が明
るく穏やかに過ごされていた様子、利用者
と向きあいニーズに応えられるように常に
考えていく姿勢を目にし、とても根気がい
る仕事だと思いましたが、やってみたいと
興味を持ち志望致しました。

浜分こども園

❶カフェ巡り

小泉 萌衣 Koizumi
Moe

❸ 私は勤めてまだ1か月ですが、担当して
いる1歳児クラスの園児に、「もえ先生」と
呼ばれ、大きな驚きと嬉しさを感じました。
色々な言葉を獲得していく年齢でもあり、
私の名前を覚え呼んでくれて「先生」とい
う職業が改めて良いなぁと心から思いま
した。

❷ 私は過去に何度も実習など浜分こども
園で学ぶ機会がありました。その中で職
員の方の子ども達への丁寧な関わり、発
達に合わせた援助を色 と々学び、私もここ
で貢献したいという思いが強くなった事
が大きなきっかけです。

ゆうあい会石川診療所

❶散歩、映画鑑賞、絵画

山崎 悠依 Yamazaki
Yui

❸ 心を動かされたことはご家族の方がお
子さんに対する不安や悩みを打ち明けて
いる際に親身になって対応する先輩セラ
ピストの姿に感銘を受けました。私も発達
に遅れのあるお子さんやご家族の方が安
心して暮らせるように援助のできる職員
になりたいと思いました。

❷ 家族が侑愛会を利用していて、職員の
方々にお世話になったという話を聞き、私
も発達に心配のあるお子さんや家族の方
の安心を提供することのできる職場に就
きたいという思い志望しました。

おひさま

❶ 音楽を聞くこと・踊ること（よさこい経
験有）・自然

石村 未幸 Ishimura
Miyuki

❸子どもたち一人一人の個性と可能性の
大きさに毎日心を動かされ、感激していま
す。それと同時に、職員の方々の子どもへの
関わり方や、親御さんへの寄り添い方、療
育に対する熱心さ、丁寧さなど、まだ入職し
て数ヶ月ですが日々学ばせて頂いています。

❷ 就学前の支援だけをして終わりではな
く、その後も法人全体で利用者さんの一
生を見守り、支援していくということに大
変魅力を感じ、人を大切にしている素敵
な方々の下で働き、学びたいと思い、入職
致しました。

サポートかわつき

❶掃除

小甲 聖也 Kokabu
Seiya

❸ 私が心を動かされたのはグループホー
ムでの自由度の高さです。何故かというと、
散歩や買い物は難しいと考えていたからで
す。しかし、働くうちに、普段の会話を通し
て利用者を理解することや、支援を工夫し
て環境を整えることが出来れば、利用者の
希望に添えることを実感しました。私も力
になれるよう、学んでいきたいと思います。

❷ 学校や実習で障がいについて勉強して
いく中で、地域生活をしていくには具体的
にどのような支援が必要かわからず、知り
たいと思ったことや、言語的なコミュニケー
ションが難しい方の意思の汲み取り方につ
いて学びたいと考えたのがきっかけです。
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